
詩 3ッ   露古 
 

 

午前四時、トマトの死 
 

便所でトマトを喰う 

おそらく私は喋りすぎた 

 

たすけてくれ 

笑いそうだ 

 

 

花もなく 
 

花もなく 

風もなく 

月もなく 

語りつくされた夢は 

時を排し 

すべてを恐れ 

脆弱で粗暴な記憶に決着をつける、 

 

俺 

 

 

会う 
 

痩せすぎて顔が元に戻らない 

頬を噛んでしまうのでいつも血の味がする 

「ぼんやりだな」 

すれ違った人は私だった 

どうせ会うなら坂の上で会いたかった 

しろいしろい道の先 

ふと目を上げて 

ああ、と 


